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ＳＤＧｓへの取組みが企業経営へもたらす効果 
～熊本地震に関する県内事業主アンケート調査（現 事業者アンケート調査）再分析結果～ 

 

はじめに 

 当研究所は、2016年より県内事業者に対し「熊本地震に関する県内事業主アンケート調査（2022年 

より『事業者アンケート調査』として継続調査）」を行い、その結果を毎年発信してきた。各年の報 

告において、熊本地震からの復旧復興状況や課題等を中心に明らかにしてきたが、企業経営に大きな 

影響を与えるＳＤＧｓやカーボンニュートラル、ＤＸ、コロナ禍等についても調査対象に加え、幅広 

な分析を行ってきた（参考別添図表 20）。 

 本アンケート調査査も７回目となったが、より深い洞察を得るべく、新たに外部専門家との協働によ 

る調査結果の再分析を行った。熊本学園大学経済学部教授・博士（経済学）兼同大学付設産業経営研 

究所所長 小葉武史氏にご協力頂き、過去の調査結果を統計的に再解析したところ、企業のＳＤＧｓへ 

の取組みが、結果的に地震や水害、パンデミック等様々な災禍による悪影響を軽減させている可能性 

があることが再確認された。以下ご報告申し上げたい。 

なお本レポートは小葉教授との研究の一部を要約し、お伝えするものであるが、説明の便宜上、必 

ずしも学術的には正確ではない表現等が含まれることを了承頂きたい。これにより発生する齟齬に関 

しては、当研究所の責に属する。結果詳細については同教授の研究論文※を参照されたい。 

   

 

 

サマリー 

➢ＳＤＧｓに関する取組み度が高い企業は、そうでない企業に比べ、「売上げ」や「運

転資金」、「事業承継」等に関する経営課題が大幅に軽減されている。 

➢同様に、取組み度が高い企業の社員の「士気」や「職場一体感」「取引先一体感」「社

会との一体感」も大幅に高いレベルにある。 

➢以上の内容について、統計的な有意性が確認された。 

 

 

調査概要 

 

  

※ https://gkbn.kumagaku.ac.jp/research/eb/files/2023/03/2%E5%B0%8F%E8%91%89%E6%AD%A6%E5%8F%B2-1.pdf 

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

対象事業所
従業員４人以上の

県内事業所
（除く行政）

同左 同左 同左 同左 同左 同左

発送先数 10,044先 9,546先 9,406先 9,269先 9,178先 9,088先 3,210先

有効回答数 2,439先 1,857先 1,719先 1,850先 1,924先 1,746先 1,071先

調査期間
6月24日～
7月15日

5月23日～
6月9日

6月20日～
7月5日

6月4日～
6月21日

6月4日～
6月26日

6月4日～
6月28日

5月19日～
6月3日

https://gkbn.kumagaku.ac.jp/research/eb/files/2023/03/2%E5%B0%8F%E8%91%89%E6%AD%A6%E5%8F%B2-1.pdf
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 １  分析の方法 
   
➢2020年におけるＳＤＧｓに関する取組みの調査結果と、翌 2021年の経営課題に関する 

調査結果との関係を、同一企業間で紐づけし集計。 
   

（１）分析対象データ 

 本研究で使用したデータは、ＳＤＧｓに関する調査項目が充実している 2020 年の調査と、翌 2021 年 

の調査結果を使用した。2020 年のＳＤＧｓに関する取組みが 2021 年の企業の状況にどの様な影響を与 

えているかを分析の対象とした。データに時間的な前後関係（ＳＤＧｓへの取組みが前、経営課題が後） 

を設けているので、逆方向の因果関係を捉えてしまう問題はある程度回避されると考える 。 

 各企業のＳＤＧｓへの取組みについて 10 段階で回答が得られている。ＳＤＧｓ取組項目・結果は以下 

の通り。 
   
   

以下の各項目に対して、「1.取組んでいない」～「10.取組んでいる」まで 10段階にて回答。 

項目 内容 平均値 回答数 

①環境配慮 大気汚染やCO2削減、省エネといった地球環境への配慮を重視していますか？ 6.675 986 

②廃棄物削減 ペーパーレス化やリサイクルといった廃棄物削減に取り組んでいますか？ 6.600 987 

③地域社会への関心 人口減少や伝統文化の継承など、地域社会の課題に関心はありますか？ 7.088 987 

④職場環境改善 職場でのダイバーシティや職員のやる気など､改善･向上に取り組んでいますか？ 6.024 981 

⑤コンプライアンス遵守 職場内でのハラスメントや規定違反など、コンプライアンス遵守は十分ですか？ 6.615 988 

⑥倫理観 役職員の倫理観や不正に対する厳しい姿勢は十分ですか？ 6.939 986 

これら 6つの項目について分析を行い、その取組み状況が経営課題等（図表２）にどれほど影響を

与えている可能性があるかを確認した。 

   
   

項目 

経営課題の深刻さ 

（1.問題なし～10.問題あり） 
売上、価格、仕入れ、在庫、営業経費、人件費、運転資金、設備資金、事業継承 

社員の意識 

（1.低下した～5.高まった） 
士気、職場一体感、取引先一体感、社会一体感 

経営資源過不足感 

（1.過剰～5.不足） 
人材、設備 

 

（２）データ解析手法 

データの解析に当たっては、主成分分析という多変量解析の手法を用いた。これは複数の変数（各々

の企業の「ＳＤＧｓへの取組み状況①～⑥」）をまとめて分析し、それが結果（経営課題等への影響度）

とどの様につながっているかを明らかにする統計的手法である。 

 

 

以降は会員専用ページにて公開しております。 

ご覧頂くには、入会手続き後、会員専用ページより 

アクセスをお願いします。 

ご入会はこちらから 

（入力は数分で終わります） 

 

会員の方はこちらから 

図表１ ＳＤＧｓに関するアンケート質問項目・結果一覧（2020 年調査） 

図表２ 経営課題等に関するアンケート項目（2021年調査） 
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